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元
気
い
っ
ぱ
い

の
プ
レ
ー

町
民
大
運
動
会

今回でフ回目となる国見町町民大

運動会が、１０月８日（体育の日）上
野台総合運動場で開催され、あいに

くの肌寒い天候から午後にはグリー
ンアリーナ９２３に会場を移し、２３

種日の演技・競技が行われました。

子どもからお年寄りまでの多くの町
民参加のもと、元気いっぱいのプレ

ーが、大きな声援の中繰り広げられ

ました。地区対抗の結果は、小坂地
区が三連覇を達成、準優勝は森江野

地区に輝きました。
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平
成
十
二
年
度

国

見

町

決

算

平
成
十
二
年
度
国
見
町
各
会
計
決
算
は
、
九
月
定
例
議
会
に

お
い
て
審
議
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
各
会
計
の
決
算
の
あ
ら
ま

し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
民
皆
様
方
の
要
望
を
踏
ま
え
、
行
財
政
の
一
層
の
効
率
化

を
図
る
と
と
も
に
「
豊
か
で
住
み
よ

い
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ

く
り
」
「
心
豊
か
で
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

創
意
と
工
夫
を
こ
ら
し
、
積
極
的
に
各
種
施
策
を
展
開
し
ま
し

た
。

一
般
会
計

嘔
成

卜
二
年

度
一

般
会

計

は
、
巌
入
総
額
五
十
二
億
八
千

三
百
卜
九
万
七
千
円
（
前
年
比

〇
・
二
％

減
）
、
歳
出

総
額
五

十
億
一
．不

九
百
二

十
二
万

四

千

円

（
前
年

比

ニ

ー
ゴ
．％

減

）

と

な

り
、
歳

出

に
お

い
て

前
年

比

一

億

円

を

超

す

減

と

な

り

ま

し

た
．

十

一

年

度

と

比

較

し

て

兒

て

み

る
と

、
介

護
保

険
制

度
の

導

入

に
よ

り
．

歳
入

歳
出

と

も

に

約

一

億

八

千

万

円

が

介

護

保
険
特
別

会
計
へ

移
行

に
よ

り
減
額
し
ま
し
た
。
歳
人
で
は

地
方
交
付
税
の
減
、
家
屋
算
出

基
準

引
き
下
げ

に
よ
る
囚

定

資
産

税
の
減
と

な
っ
た

も
の

の
、
富
士
兄
橋
架
替
・
公
営
住

宅
・
給
食
セ
ン
タ
ー
嘔
業
な
ど

の
国

庫
補
助
金

や
事
業

債
の

増
に
よ
り
、
十
一
年
度
と
同
額

程
度
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
で

は
給

食
セ
ン

タ
ー
な

ど
に
よ

り
教

育
費

が
増
額

に
な
っ
た

反
面
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
関
連
聨

業
が
減
っ
た
こ
と
か
ら
、
対
前

年

比
一
億

千
匕

百
万
円

の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入

歳
出
差

引
額

は
二
億

五

千
三
百
ハ
ト

七
万

三
石
円

と
な
り
、
卜
三
年
度
へ
の
繰
越

財
源
九
千

紅
　
に
　
亠
五
万

円

を

除

い
た
実

質
収
支

は

。
億

二

千

八
百

。一
。卜

。
万

匕
１

円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

財
政
調

整
基
金
や
町

債
の

繰

上
償
還

を
加
減
し

た
実
質

単

年
度
収

支
も
黒

字
決
算
で

あ

り
、
健
全
に
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

一
人
当
り
で
は

ｆ

成

十

二

年

度

の

一

般

会

計

の

決

算

額

を

町

民

一

人

当

の

額

で

見

て

み

る

と

次

の

と

お

り

に

な

り

ま

す
．
（

が
成

卜

三

年

．．
．
月

末

の

町

の

人

川

一

万

一
千

．
范
酉
九
ｔ

七

名

）

施した主な施設
誰もが希望を持ち住んでよかつたと思える町づくり

・第４次国見町振興計画策定…326 万円　 ●定住化促進総合対策事業……277 万円

・ふるさと振興事業……………853 万円　 ●ニュータウン集会所建設事桑…2 , 976万円

・町民蒭参加の町政執行……1,431 万円　 ●市街地螯慵事業(債務負担分)…7 慵円

立地環境を活かし、均衡のとれた快適な町づくり

●道 路の豊●･ …･一 …………1 億 4.5 祀 :万円　 ●上 水遭,水 資源確保--･-1 儒l, 劈3 万円

・ 河JIIの壟● …………… ……1,871 万円　 ●き れいな町づく り……… …9,165 万円

・ 町営 住宅建 設と管理 ……1 慵5,888 万円　 ●地 籍調責 事業 …………… …5.  2 万円

・ 下 水道の整 備……… ……2  電 れ 万円

高齢化社会に対応できる健康で安心の町づくり

・筐庸 づくり 事業…… ………1  , 620 ･万円　 ●国 民年金事業 費………… ……62 万円

●母子保餓 事業……… …………294 万円　 ●老 人槽祉 事業 …………… …3皿771)万円

・老 人保健 事業…… ……10 皿.5. 引 6万円　 ・心 身障害書 福祉事裏…… …2  ,  5万円

・国 艮筐康 保険事業 ………7 皿2.293 万円　 ・社 会槽祉協 議会活動費 等…4.4  加万円

・ 介護保険 事業…… ………2  億 221 万円　 ●消 防体制と防 災対 策… ……2 備 859万円

・公立藤田総合痾誂負廻金等･･･3 倒 3 , 6 菊万円　 ・防犯, 交 通安 全対策 ……………721 万円



平成12年度に実
産業の盛んな活力あふれる町づくり

●商工業の娠興･皿光推進……8 万円　 ・農業生産基盤の餮傭……1億.6.2 石万円

・勤労者樋祉の向上……………540 万円　 ・若年層定着化の推進…………297 万円

●農林業の振興……………1傳2,756万円

次代を担う青少年の育成を目指す教育と文化の町づくり

●児童奮祉事業……………1  5 万円　 ・公民館,生涯学習事業………1 . 印 2万円

・掌校紋育……………………8  24万円　 ・又化財の保頂,芸術文化事累…6  い 36万円

・給食センター建設事業（繙読費）　　 ・社会体育……………………2.616万円

……………………………3僮7,920万円　 ・青少年胃皮と女性の社会参加…213万円

●体育施設整魯事業…………4 万円　 ●交流事業………………………325 万円

行財政体制の充実

・行政事務等電算化…………3  21万円　 ・町内会組織遽携……………2  加万円

・ 税徴収の効率化……………2  49万円　 ・長期財取運営の確立………9,261万円

特別会計

平成12年度の特別会計、財産区会

計及び水道事業会計の決算額は次の

とおりです。

財産区。水道を除く特別会計の合

計額は、歳入総額28億1 .78万円、

歳出総額は 億 8 第 240万円で､差引額1

億3.460万円となり、実質収支は全

て黒字となりました。

平成12年度　特別会計決 算
( 単位：千円)

会計名 �皮 入 �歳 出 �実質収支

国民髱康保険 �7  . 4 �722.929�32,乃5

老 人 係 鰉 �れ い 8.285 �|,03S,558�82  ぼ 27

貝田簡畧水道 � 料 .9 � い . 240�698
山長騫莫町屋管理 �900 �731 �169

公共 下水道 �307,641�98 �1  . 3

渇水対質施設 �.  3 �73.427 �1  . 部 7

土地開発事業 �187､ﾌﾌ4�1  . 823�951

介 钁 保 険 �.902 �2  .22 �豪13

給食センター �63.545 �62,896 �649

皋介謹保陂特別会叶繰越2  れ千円

平成12年度　財産区会計決算
( 単位：千円)

会計名 �歳 入 �織 出 �実質収支

入　　　 山 �24.7 �24.279 �426

驛　　　 田 �201 �144 �57

大　 木　 戸 �217 �112 �105

石　 毋　 田 �201 �102 �99

石 毋田につい ては財産区議会で認定

平成12年度　水道事業会計決算
( 単位：千円)

区 分 �歳 入 �歳 出 �差引額

収益 的収支 �168､223�1483 � 加 ､ 039

資 本的 取支 �21.337�47. �△癶,957
平成12 年度利益剰余金.4 千円

資本的収重の不足額は、建設改良 積立金、減債積立金な

どにより襦 墳し ている。

商工労働費
畷　3.157

円 �

農林水産業費

轟ﾚ45.87

円 �

衛生費

觴59.472

円 �

民生費

幽51.3

 %円 �

総務費

ぽ61

 , 978円 �

畿会費

燕9243

円

計

1 , 2円�

災害復旧贊i

螽 �

公債費

回4
齢

図 .618円 �

教育黄

海68

 , 037円 �

消防費

麟19.317

円 �

土木費

瀘59,060

円

（
町
民
一
人
当
り
）
歳

出

゛？ ゛

已
�

町 税　　　84,560 円

�たばこ税ほか　町民税　　固定資産税　　　　　　　　　　　

jiJ¬獸 二 峺 二 繭 池

計

463 , 561円 �

その他の収入

ノ　78.817

円 �　

町 價4

μ　45.

 聞 2円�

国県支出金

ん　3

 6 円

（
町
民
一
人
当
り
）
歳
入



平
成
十
三
年
度
国
見
町
敬
老
会

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

国
見
町
敬
老
会
は
九
月
十
五
日

か
ら
十
七
日
に
か
け
て
。
町
内
五
ヵ
所
で
行
わ
れ
、
七

十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
の
二
千
名
の
う
ち
約
九
百
五
十
名

が
出
席
し
ま
し
た
。
式
典
で
は

高
齢
者
記
念
品
の
贈
呈
や
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
と
題
す
る
作
文
が
発
表

さ
れ
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
地
区
毎
に
嗜
好
を
凝
ら
し
た
催
し
で
、
参
加
さ
れ
た
方
は

笑
頗
い
っ
ぱ
い
の
楽
し

い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

敬
老
会
は
昨
年
よ
り
地
Ｋ
ご
と
の
開

催
と
な
り
、
町
内
会
、
婦
人
会
、
民
生

委
員
、
保
健
推
進
委
員
、
ふ
れ
あ
い
グ

ル
ー
プ
を
は
じ
め
、
各
極
団
体
・
有
志

の
皆
さ
ま
の
手
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
冨
永
町
長
は
「
現
在
の
日
本
、
国

見
町
を
築
か
れ
た
み
な
さ
ま
に
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
健
康
こ
そ
が

か
け
が
え
の
財
産
で
す
。
健
康
づ
く
り

の
た
め
、
町
と
し
て
で
き
る
だ
け
の
お

ｆ
伝
い
を
す
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
い
つ
い
つ
ま
で
も
元
気
で
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。地

区
最
高
齢
者
や

八
十
歳
を
迎
え
る

方
へ
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
ほ
か
、
米

寿
を
迎
え
た
二
十
九
名
に
艮
寿
写
真
が

贈
ら
れ
、
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
忠
美
議
長
の
元
気

で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
と
の
祝
辞
の

後
、
各
地
区
の
小
学
生
に
よ
る
作
文
が

発
表
さ
れ
、
高
齢
者
か
ら
の
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

内
閣
総
理
大
臣
か
ら
祝
状

佐
藤
寅
一
さ
ん

町
内
最
高
齢
の
佐
藤
寅
一
さ
ん

（
宮
町
南
）
へ
、
内
閣
総
理
大
臣

か
ら
百
歳
を
祝
う
、
祝
状
と
記
念

の
銀
杯
が
贈
ら
れ
、
藤
田
地
区
敬

老
会
の
席
上
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
明
治
三
十
五
年
生

ま
れ
で
、
来
年
の
一
月
に
満
百
歳

を
迎
え
ま
す
。
今
年
も
、
敬
老
会

へ
元
気
に
出
席
し
、
み
な
さ
ん
と

。

一
緒
に
楽
し
く
過
ご
さ
れ
ま
し
た
い

地 区 別 開 催 状況
地 区 閥催日 対象者 出席者 出席最高齢者

罪 田 9月15日 801人 347人 休蒔 寅
－(99歳)

早野 つう( 歳 )

小 坂 9月15日 333人 168人
赤 坂 喜一(5X)皿)

浅 野いつの(  圏 歳 )

森江野 9月16日 381人 2(X)人
佐葹　 正(93廬)
三の軸フヨ(95纖)

大木戸 9月16日 317人 136人 佐藤 重市(88畿)
糠谷 キン( 震 )

大 枝 9月17日 169人 101人 鈴木　
正(93巉)

淑戸 ヨシ(89歳)

合 計 2.81人952人

出席高齢者数は男女毎、Ｏ 　内は年齢 敬称餬

敬
老
会
の

ひ
と
コ
マ

つせ金 婚夫婦の 表彰 長寿写裏の贈呈
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榻
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９
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縡
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尠
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８
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９
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９
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縡
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９
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抜
葫

皐
一
　

羚
　

（
握
柳
）

同
　
－

誦

武
男

八
八
　
（
耕
谷
）

同
　

阿
部
　

強
　

歸
　

《
癶
ホ
戸
）

同
　

渡
腫
仁
太
郎
　

粹
　

〈
泉
田
下
）

同
　

翁
地

武
歸
　

η
　

〈
石
毋
田
奈
）

同
　

佐
歯
礁
一
郎
　

―
　

〈
鳥
取
）

同
　

佐
藤

－

市
　

―
　

〈
屬
城
）

同
　

臆
歯
　

樢
　

淨
　

〈
光
明
卷
）

同
　

枋
上

麗
〃
　

淨
　

〈
山
崎
北
〉

同
　

鷂
地

久
七
　

″
　

（
累
石

鮠
頤

鑼
鐘
ハ
ツ
ノ

ハ

九
〈

田
　
）

同

筆
一

タ
イ

ハ
ハ
（
板
橋
〉

同

八
巻

ｂ
∃
　

Ｓ
　
（
篳
ワ
〉

同

松
繍
ｂ
キ
ヱ
　

羚
　
〈
大
池
戸
）

同

岡
郎

ミ
ヨ
　

ー
　
（
醺
察
山
京
）

同

村
上
　
シ
モ
　

粹
　
〈
禀
８
〉

同

檐
江

島
靂
　
η
　
（
粛
町
）

同

佐
鍠
4
‐
代
　
鈔
　
（
奥
田
〉

同

赤
坂

ゲ
＆
　

鈔
　
（
艝
田
）

同

佐
久
藺
ハ
ル
　

歸
　
（
禀
２
）

同

粛
多
　
ハ
ル
　

歸
　
（
禀
ワ
）

同

禮
譚
マ
サ
エ
　

鈔
　
（
豈
柳
）

同

佐
鑷
　
ハ
ル
　

鈔
　
（
石
毋
田
奈
）

同

浅
野
ぬ
つ
の
　

鈔
　
（
衆
田
中
）

同

拓
檎

妙
孑
　

―
　
（
値
田
死
諞
）

同

八
畠
　
ヨ
＆
　

踝
　
（
山
鴾
北
）

同

鷂
釶

り
キ
　
ー
　
（
山
根
）

同

水
越

・

ヨ
　

淨
　
（
大
垣
）

囘

氈
部
カ
リ
エ
　

ー
　
（
大
坂
）

横
綱

中
野

ま
す
み
　

九
八
　

〈
鷙
町
）

同
　

苙
十
嵐

り
ヨ
　

九
七
　

（
鷯
町
ｙ

囘
　

佐
野

キ
ヨ
　

抒
　

｛

禀
ワ

》

大
関

蓮
田

ゆ
り

九
Ｓ
　

〈
禀
９

｝

同
　

松
田

″`
ミ

ヱ
　

昨
　

〈
貴
田
）

《

　

田

）

同
　

Ξ
の
輪
フ

ヨ
　

抒
　

〈
禀
７

｝

同
　

田

爿一
や

す
の
　

九
四
　

｛

艢
田
宮

鶸
｝

同
　

土
塁
4
.
代
孑
　

９
　

｛

板
橋
》

囘
　

澁
谷

キ
シ
　

川
　

〈
光
明
舂
》

囘
　

紬
上

妙
舂
　

Ｓ
　

｛

山
楓
》

囘
　

紬
上

ヂ
り
　

羚
　

｛

禀
８

》

囘
　

山
睹

ｂ

ク
　

羚
　

｛

禀
３
》

関
脇

泰

タ

カ
ヨ
　

九
Ξ
　

｛

旅
町
ｙ

囘
　

瀘
塵

ナ
り
　

９
　

｛

篳
３
ｙ

同
　

寅
呎

サ
チ
　

鈔
　

〈
禀
８
ｙ

囘
　

早
野
　

つ

ら

九

冫
　

｛

糴
山
｝

同
　

擺
醯
ヨ

シ
ミ
　

ー
　

〈
禀
ワ

）

同
　

佐
膸
キ
ヨ

２
　

１
　

《
宮
町
北
》

囘
　

茄

０
９
　

（
石

田
田
西

）

聞
脇
　
安
歯
　
マ
ス
　
九
二
　
〈
箭
田
）

同
　

佐
歯
　
ｂ
ク
　

９
　

〈
徳
江
北
）

囘
　

抜
野
　
セ
イ
　

ー
　

〈
累
８
）

山
結

六
槻

敏
孑

鳬
〃
　
（
貝
田
）

同
　

瀕
田

ワ
キ
　

〃
　

（
山
坂
）

同
　

額
龝

サ
タ
　

η
　

｛
宮
町
北
〉

同
　

松
田
タ
ケ
∃
　

η
　

〈
興
田
｝

同
　

屬
檎
ハ
シ
メ
　

羚
　

〈
興
田
）

同
　

鳩
顔

キ
ク
　

羚
　

〈
鳥
取
）

同
　

總
田
　
ハ
ツ
　

紗
　

〈
訳
田
）

同
　

古
内

ｈ
シ
　

ー
　

〈
訳
田
）

同
　

内
朷

ス
イ
　

羚
　

（
内
谷
奈
〉

同
　

佐
久
闊
ミ
ナ
ｂ

川
　

（
禀
２
）

同
　

佐
歯

サ
ク
　

ｇ
　

（
員
田
）

艤
康

楯
江
　
ユ
り

九
〇
　
（
石
梅
田
西
）

同
　

佐
久
閣
カ
ウ
　

抻
　

（
宮
町
北
〉

同
　

脯
歯

り
ぶ
　

９
　

（
光
明
舂
〉

同
　

畠
原
キ
ク
ヨ
　

紗
　

〈
山
坂
）

同
　

五
十
嵐
イ
シ
　

卸
　

｛
大
坂
｝

囘
　

大
凶

タ
メ
　

卸
　

（
貝
田
）

鶸
願

中
山
　
ハ
ツ

九
〇
　
（
大
垣
》

囘
　

佶
艢

り
ん
　

〃
　

｛
大
ホ
戸
｝

囘
　

武
田
　
ヱ
キ
　

η
　

（
禀
３
）

同
　

村
上

キ
∃
　

η
　

（
禀
９
）

同
　

武
田

タ
カ
　

刀
　

（
宮
町
北
ｙ

囘
　

吉
田
　
セ
＆
　

―
　

（
宮
町
北
）

喝
　

古
内
　
モ
ｂ
　

羚
　

（
宮
町
北
）

鑿
　
田

旄
山
）

同
　

武
田

ふ
み
　
八
九
　
（
宮
町
廟
ｙ

囘
　

依
鷂
ア
キ
ヨ
　

羚
　

（
爾
館
）

同
　

噸
戸
　
ヨ
＆
　

羚
　

（
中
部
）

同
　

髓
ロ
マ
ツ
ヨ
　

羚
　

（
駅
鷸
）

囘
　

高
檎
さ
き
み
　

η
　

（
山
崎
北
〉

同
　

鈴
ホ
キ
ミ
イ
　

舁
　

（
山
内
）

同
　

舟
山

サ
カ
　

９
　

（
宮
鱸
）

同
　

石
山
マ
ツ
ヱ
　

卸
　

（
大
町
北
ｙ

同
　

高
野

サ
キ
　

９
　

（
鳥
取
）

囘
　

阿
郎

ヂ
ル
　

刀
　

（
宮
町
北
ｙ

囘
　

阿
郎
＆
ゲ
ヨ
　

羚
　

（
ふ（
ホ
戸
ｙ

囘
　

六
瞻
　
ヨ
デ
　

雌
　

（
川
内
）

＊
こ
の
番
付
は
平
成
十
三
年
九
月
十
五
日
現
在
の
敬
老
名
簿
を
も
と
に
作
成
し
ま
し
た『・

お孫さんたちも登場 地区の方々による踊りや唄 夢音頭も披露 楽しまれる出席者



教
育
委
員
長
に
遊
佐
眞
紀
子
さ
ん

教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
よ

る
後
任
人
事
と
し
て
、
九
月
議

会
定
例
会
に
お
い
て
、
遊
佐
眞

紀
子
さ
ん
（
六
ト
ニ
歳
）
と
高

橋
佐
七
さ
ん
（
五
十
三
歳
）
の

任
命
に
つ
い
て
の
議
案
が
満
場

．
致
で
同
意
さ
れ
、
十
月
一
日

冨
永
町
長
よ
り
辞
令
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
開
催
さ
れ
た
国

見
町
教
育
委
貝
会
に
お
い
て
、

教
育
委
員
長
に
遊
佐
真
紀
7
.さ

ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

遊
佐
さ
ん
は
、
昭
和
三
卜
七

年

に
柵

島
人

学

を
卒

楽

と
と

も

に
教

員
と

な
り

、
一
。。卜

五
年

間

に
わ

た
り

教
壇

に
Ｉ

た

れ
た

実

績

が

あ
り

ま
す

。
小

坂

小
学

校

を
は
じ

め

七
校

に
赴

任

さ
れ

、

教

育
現

場

に
精

通
し

て

お
り

、

初

め
て

の

女
性

委
ｎ

長

で
、

今

後

の
活

躍

が
期

待

さ
れ

ま
す

。

ま
た

、
鳥

橘
さ

ん

は
二

期
日

と

な
り

ま
す

。

遊佐眞紀子

教育委員長

高橋　佐七
教育委員

佐
藤
前
教
育
委
員
長
に
感
謝
状

冨
永
町
長
よ

り
感
謝
状

の
贈
呈

を
受
け
る
佐
麗

利
雄
前
教
育
委
員
長

九
月
三
十
日
任
期
満
了
に
よ

り
退
任
さ
れ
ま
し
た
、
佐
藤
利

雄
前
教
育
委
員
長
に
。
十
月
九

日
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
た
た
え
。

冨
永
町
畏

か
ら
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
前
委
員
長
は
昭
和
五
十

九
年
四
月
教
育
委
貝
就
任
と
同

時
に
委
員
長
と
な
り
、
卜
七
年

余
に
わ
た
り
町
教
育
行
政
の
先

頭
に
立
ち
、
教
育
の
振
興
・
発

展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
た
め
に

学
校
評
議
員
を
委
嘱

学
校
評
議
Ｕ
は
、
保
護
者
や

地
域
の
方
々
の
意
見
を
幅
広
く

校
長
が
聞
く
た
め
の
制
度
で
、

地
域
や
社
会
に
闘
か
れ
た
学
校

づ
く
り
を
推
進
し
、
特
色
あ
る

教
青
活
動
を
展
開
す
る
た
め
、

各
学
校
ご
と
に
置
く
も
の
で
す
。

委
員
の
委
嘱
は
十
月
卜
日
観

月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、

一
堂
に
会
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
校
評
議
員
は
、
各
学
校
・
各

幼
稚
剛
7
1
1
名
で
幅
広
く
意
見
を

聞
く
た
め
各
界
の
方
々
を
委
嘱

し
ま
し
た
。

平
成
卜
四
年
度
か
ら
学
校
完

全
週
斤
日
制
が
実
施
さ
れ
、
学

習
内
容
が
大
幅
に
変
わ
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
家
庭
・
地
域
と
学

校
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
み
が

ま
す
ま
す
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
中
核
と
し
て
、
学
校
評
議

員
が
校
長
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、

サ
ポ
ー
タ
ー
の
立
場
で
、
重
要

な
役
割
を
担
い
ま
す
。

第13回市町村対抗
福島県縦断

駅伝競走大会

ゼッケン13番にご声援
ください

白 河から福島 までの95.4km

を、一本のタス半でつなぐ「ふ

くし ま駅伝」が開催さ れます。

ゼッケン13 番国見町 チーム

を応 援く ださい 。

１１月１８日(日)

白河市８：００スタート

学校 評議 員（敬称略）

小坂小学校……………………

原田弘志 佐藤錨子 佐 藤濔二

古涓忠一 赤坂正弘

藤田小学校……………………

吉田久代治 石鬻さよｌ　 三翆武

槊吉一郎 佐藤誠

森江野小学校…………………

吉田團基 八 巻忠一 村 １－

小島璽 一　村 上キミ子

大木戸小学校…………………

村上金正 渋谷節男 中山恭子

1公涌郁子 山口節鍵

県 北中学校……………………

五十嵐力 渡辺等 鈴木韻治

廣居璽夫　 松浦サト子

藪田 幼稚園……………………

八島途一 桑令子 黒田武

羽根日ヒ サ　 高野千代了

罧 江野 幼稚圃…………………

吉田 脯基 八巷忠一 鳧1上一

小鳥重一　 吉田悦子

◆任期平成十二年十月一日～

平成十五年九月Ξ４ 日I二 年,I



卜
出
陣
式
で

、
勇
ま
し
く
雄

叫
び
を
上
げ
る
武
者
た
ち

○ 時代絵巻を再現

義経まつり
第

六

川

と

な

る
「
義

経

ま

つ

り

」

は

九

月

一
。卜
一
。「
日
（

く

に

み

の

囗

）

に

行

わ

れ

ま

し

た

。

藤

田

商

店

街

は

歩

行

者

天

国

と

な

り

、

露

店

や

ゲ

ー

ム

な

ど

の

イ

ベ

ン

ト

が

繰

り

広

げ

ら

れ

ま

し

た

。

町

内

全

小

学

校

の

鼓

笛

隊

を

先

陣

に

、

勇

壮

な

武

者

た

ち

が

練

り

歩

き

、

詰

め

か

け

た

大

勢

の

観

衆

か

ら

、

人

き

な

拍

手

が

送

ら

れ

ま

し

た

。

昨

年

か

ら

町

を

あ

げ

て

の

イ

ベ

ン

ト

と

し

て

、

町

民

の

皆

様

か

ら

の

協

賛

金

に

よ

り

。

ま

ち

づ

く

り

推

進

協

議

会

（
佐

藤

忠

美

会

長

）

の

上

催

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

今

年

は
『
義

継

ま

つ

り

実

行

委

員

公

』

を

段

立

、

斎

藤

喜

助

会

艮

の

も

と

約

八
汀

名

の

方

々

に

よ

り

企

画

・

巡

営

さ

れ

ま

し

た

。

悲
惨
な
事
故
を
な
く
そ
う
！

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

九
月
一
一
十
一
日
か
ら
三
十
日

に
わ
た
り
、
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
助
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

朝
の
街
頭
指
導
を
は
じ
め
、
高

齢
者
世
帯
を
訪
問
し
て
の
啓
発

活
動
、
運
転
者
ヘ
ラ
イ
ト
早
め

点
灯
の
呼
び
か
け
な
ど
多
彩
な

催
し
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

大
枝
小
学
校
で
は
、
九
月
二

十
七
日
全
校
生
徒
一
〇
三
名
に

よ
る
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、

地
域
の
方
々
へ
交
通
安
全
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
交
通
安
全
母
の
会
や

シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
推
進
隊
の

方
々
の
運
動
も
今
後
展
開
さ
れ

ま
す
。

大
枝
小
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド

九
月
二
十
一
日
ラ
イ
ト

早
め
点
灯
啓
発
活
動



グラビア

秋
の
運
動
会

1
0月
５
日

藤
田

保
育
所
運
動
会

か
わ
い
い
ダ
ン

ス
や
親
子
で
の

共
演
が
行
わ
れ
ま
し
た

。
雨
天
か

ら
町
民
体
育
館
に
会
場
を

移
し
て

の
開
催
で
し
た
。

▼
９
月
2
7
日
藤
田
幼
稚
園
運
動
会

泳
げ
た

い
焼
き
く
ん
の

ダ
ン
ス

も
登
場
、
全
園
児
に
よ
る
組
対
抗

の
リ
レ

ー
や

障
害
物
競
争
で
は
懸

命
に

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

着
衣
水
泳
教
室

小
坂
小

服を着たまま水に入 ったらどうな

る かを 体験 する ，着衣水泳教室が９

月７日小 坂小学校で行われ ，運動君

姿の 児童がプールに入り まし た。 水

着との違いを会得すること により ，

水 難事故の防止が目的 で ，児童らは

服を看て泳ぐこと の大変さを実感す

るとともに ，上着に空気を入れて浮

＜訓練など を行い まし た。

県中体連新人戦で活躍
伊速支 部中 体連新人 総合大会 が９月26･27 日

に行われ 、団 体戦で県北中学校は ．卓球女子 、

剣迫女子、ソフト テニス が呎なと亊､じ 一 位 . 卓

球男子，柔道が
２位の輝かしい

成績をおさめま

した。個人戦で

も12種目で入賞

しました。

仙
台
市
北
西
部
の
国
見

地
区
で
歴
史
・
文
化
な
ど

の
地
域
活

動
を
進
め
て
い
る

、「

仙
台
・
国
見
お
た
か

ら
研
究
会

」
の

臠
藤

光
巧
会
長
ほ
か
４

名
が
当
町
を

訪
れ
ま
し

た
。こ

の
ほ
ど
編

纂
し
た
『
杜
の
都
・
仙
台

国
見
物

夢
Ｌ
』
を
冨

永
町
長
に
贈
呈

、
本
に

は
当
町
と

の

交
流
も
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
地
区
内
で

開
催
さ

れ
る
学
園
祭
へ
の
交
流
な
ど
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

仙台

国見おたから

研究会

統計協会表彰
９月20日に 須賀川市で開催さ れた 、

第50回福島県 統計大会において、当网

より高橋春美さん（貝田・写真右）と

黒田勝夫さん（泉田下・写真左 ）が 。

福島県統計協会名誉会長表彰を受賞さ

れまし た。



稲
　
刈
　
り

９

月
も
中
旬
過
ぎ
か
ら

。
町
内
全
域

で
は
稲
刈
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
舂
に

田
植
え
を
し
た
各
小
学
校
の
田
で
も

、

た
わ
わ
に
稔
っ
た
稲

の
刈
取
り
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
森
江
野

小
学
校
で
は
５

・
６

年
生
が
青
少
年
育
成

町
民
会
議
地
区
推
進

委
員
の
指
導
の
も
と
。

鎌
を
使
っ
て
の
稲
刈

り
と

、
稲
を
東
ね
る

作
業
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

お

し

え

て

！

お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

敬
老
の
日

を
前
に
各
小
学
校
や
幼

稚
園
で
は

、
祖
父
母

参
観
を
行

い
、

お
じ
い
ち

ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

昔
の
話
や

、
昔
の
遊
び
を
教
わ
り
ま

し
た

。

▲
９

月
1
4日
大
木
戸
小
で
は
、
お
ば

あ
ち

ゃ
ん
た
ち
か
ら

ご
つ
ど
ん
の
作

り
方
や

、
方
言
、
戦
争
の
頃
の
話
を

教

わ
り
ま
し
た
。
写
真
は
５

年
生
の

雑

巾
作
り
で

す
。

▼
９
月
1
3日

森
江
野
幼
稚
園
で
は
、

お

ぱ
あ
ち

ゃ
ん
た
ち
を
招
い
て
、
歌

や

遊
戯
を
披

露
し

。
一
緒
に
昔
な
が

ら
の

遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

｢健康ふくしま21｣
学 童 期 か ら の 健 康 づ く り

生
氾
習

憬
駻
子

防
は
学
童
期
か
ら

と

、
県
北
保
健
所

で
は
小
中
学
校
に

お

い

て

健

康

教

窒
・
運
動
指
導
講

座
を
開
き
ま
し

た
。

保
護
者
も
参
加
し
。

な
ぜ
病
気
に
な

る

の
か
、
ジ
ュ

ー
ス

や
お
や
つ
の

糖
分
量
は

、
な
ど
の
健

康

教
室
と

、
実
際
に
体

を
勳
か
す
運
動
指

導
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。（
写
真
は
９

月
1
3

日
森
江
野
小

学
校
で

行
わ
れ

た
「

楽

し
く
体
を
動
か
そ
う
」
の
様
子
で
す

。
）

小
学
校
陸
上
交
歓
会

国
見
町
小
学
校
ス
ポ
ー

ツ
〔
陸
上
〕
交
歓
会
が
９

月
2
6日
上
野
台
総
合
運
動

場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
町
内
各
小
学
校
か

ら
６
年
生
の
全
児
童
１
０

７
名
が
参
加
し
、
各
小
学

校
の
親
睦
と
運
動
能
力
の

向
上
を
目
的
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
自
校
の
児
璽
へ

は
も
ち
ろ
ん
他
校
の
仲
間

へ
の
声
援
が
飛
び
交
い
ま

し
た
。

国見町小学校スポーツ(陸上)交歓会上位入賞者

男

子 �

種 目 � 第１位 � 第2 位 � 第3 位

�100m走 � 鈴木　 涼
(藤田Ｏ �

膏山　 純
（藤田２） �

徳江　 真
（藤田１）

�疋り幡跳び � 鈴木　 源
（藤田｜） �

青山　 純
（藤田２） �

仲野　 宏
(小坂〕

�ソフトポール　　投げ� 佐久問悛嘉
(森江野) �

近野 布哉
(罧江野) �

阿部 義責
（藤田２）

�1(XX〕m走 � 佐誣裕次郎
(小坂) �

菊地　 渉
(森江野) �

武日章太郎
（藤田１）

�4 mリレー � 霞田小１組 � 藤田小２耜 � 念江野小

女

子 �

種 目 � 第１位 � 第2 位 � 第3 位

�ｰ 00m 走 � 菊地　 綾
（藤田２） �

西田 有希
（藤田１） �

干妻 桜子
(森江野)

�走り幅跳び � 熊坂 祥
子

（藤田２） �
山田 麻昊
（餓田２） �

西田 蕚希
（藤田１）

�ソフトポール　　投げ� 八島奈保昊
(大木戸) �

関口 七実
(小坂) �

濯辺 真衣
(ａ江野)

�BOOm走 � 干葉 桜子
(森江野) �

碼橋 生息
（頭田２） �

豕坂茉莉那
（藤田１）

�48Eリレー � 藤田小１組 � 薮田小２組 � 森江野小

琵
�

種 目 � 第１位 � 第2 位 � 第3 位

�　男女混合4 mリレー� 藤田小２岨 � 森江野小 � 小坂小



保健だより
i ●祐祉課 ゛保健増 道 係 応 ( 535  ) 27  3

大腸がん検診
を受けましょう!!

わが国のがんの中でも、大腸がんは年 々増えつづ

け てい ます。大飃がんも他のがんと同 様に早期発見

により治る病気です。

町では、右の日 程で、40

歳以上の方を対象

に大腸が ん検診を行

いま す。

＊ 受診対 象者に は、

後日 ハガキで 個別に

通知いたします。

Ｉ ・皿 堡皿11

 / 13 (火) �

皿l 旦皿!1皿

大 枝 �-午前9:(X)～10:(X)�-東耶 齢 者 等活性化センター

�大木戸 �午前10:30～n:匐 �大木戸ふれあいセンター

11 / 14 (水) �

森江野 �午前9:(X)～10:(幻�森江野町民センター

�小坂 �午前10:3(}～11:30�太田川集会所

�　藤田

(昏欷 内含含む) �午後1:30
～3:30�観月台艾化センター

対象地区で都合が悪い場合は。別会蝿でもかまいません。

また、ｇ器受け取りは家族の方等代理も大丈夫です。

育　児　教　育

該　 当　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成13年５月～６月生まれの幼児 �12 月6日(木) � 午後１眄30分～午後２眄 �
観月台文化センター

第１和室

〈内容〉☆身艮・体重測定、調乳、離乳、予防接橿などについて

〈持参するもの〉☆母子健康手帳を忘れずに！

乳　児　健　診

該　 当　 児 � 冥 施 日 � 受 付 時 闖 � 会　　 場

・３か月児（平成13年８月生まれ）

・９か月児（平成13年２月生まれ） �12
月20日(木) � 午後１時30分～午後２畤 �

観月台文化センター

第１和室

（健診内容）☆医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて

〈持参するもの〉☆母子健康手帳を忘れずに！

１歳６ヵ月児健診

該　 当　 児 � 冥 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成12年４月１日～　　

平成12年７月15日生まれの幼児 �12
月13日(木) � 午後１眄3(〕分～午後２畤 �

硯月台文化センター

大研究室

（健診内容）☆内科と歯科の医師の診察、菌みがき指尋、生活保促指導、身長・体重測定を実施しま・ 。

☆心理判定貝による相談・指迎…子育てに関する不安や悩み専、お気軽にご相談ください。

☆栄養指導（おやつの試食）もあります。

（持参するもの）☆母子蘇廬手帳と１廬６ヵ月児健康診査票（必要事項を配入してください）を忘れずに！

愛の献血に

ご協力を!!

１１月16 日( 金 ) は

国見町の献血の日です

ｌ場 所 】　　　　　　 １時 間 】

国見製東(株)前………………午前９畤～午前11鬪３〕分

(株)大岩機器工檗所

国見事業所前……………正午～午後1畤

(株)榴梁製作所荊……………午後2  時 15分～午後３畤30分

涓水製作所(株)福颶工場前…午後４眄～午後５畤

懐成分献血は､検査を含め約1畤問かかります。

ご協力くださる方は､あらかじめご連絡ください。

お詫びと訂正

広 報く に み９月号､10 ペ

ージ｢ 保傭だより｣ におい

て､３歳児 傭珍の実施日11

月27日が(木)とありました

が、正しくは(火)です。お

詫びし て、訂正さ せていた

だきます。



インフォメーション

募
集
・
催
し

「
福
祉
と
医
療
の
講

演
会
」
受

講
者

募
集

寛

仁
親
王

殿
下
に
よ

る

「
福

祉

と

医

療

の

講

演

会
」
が
次

に
よ

り
開
催
さ

れ
ま
す

。
入
場
は
無
料
で

す
が
、

事
前

に
申
込
み

が

必
要
で

す
。

▼
日
時
・
：
ト

ー
月
十
五
日

（
木

）
午

後

一
時

三

士
分

～
午
後

三
時
れ
分

▼
会
場

・：
福
島

ビ
ュ

ー
ホ
テ
ル

▼

定
員
…

四
百
名
（
先

着
順

）

★
申
込
み
・
問
い
合

わ
せ

県
北

社
会

福
祉
事
務

所

－`
（
5
2
1

）
7
3
3
2

県
庁
医
務
柵
祉
課
企
画
班

｀
″（
５
２
１

）
7
2
1
7

調
停
相
談
会

福
島

調
停

協
会
で
は

。

次
に
よ

り
調
停
相
談
会

を

開
催
し

ま
す
。
弁
護
士
や

各
問
題

の
専
門
家

に
よ

る

調
停

委
員
が
、
み
な

さ
ま

の
ご
相

談
に
応
じ
ま

す
。

相
談
料

は
無
料
で
す

の
で

、

気
軽

に
相
談
下

さ

い
。

▼

日

時

Ｅ
ｔ

一

月

七

日

（

水
）
午

前
ｔ

時
か
ら
午

後

四
時

ま
で
（
受
付
は

午
後

三
時

ま
で
）

▼
場
所

…
福

島
ル

ミ
ネ

ー
オ
ー

ク
ル

ー

ム
（

五
階
）

▼
相
談
内

容

・
：
金

銭
、
上
地
建
物

、
交

通
事

故
等
の
民
事
問

題
や

夫
婦

、
親
子
、
相

続
等
の

家
庭
の

問
題

★
問
い

合
わ
せ

福

島
調
停
協
会

（
禍
鳥

家
庭

裁
判
所
）

ｇ
（
５
３
４

）
６
－

８
６

女
性
の
た
め
の
技
術

講
習
会
　
簿
記
三
級

県
男
女
共
生

セ
ン
タ
ー

で
は

、
女
性
の
就

業
援
助

を
図

る
こ
と
を
目

的
に
．

簿
記

二
級
講
習
会

を
開
催

し

ま
す
．

▼
内

容
・
：
日
商

簿
記
検
定

三
級

の
合
咯
を

目
指
し
ま

す
．

▼
期
間
・
：
卜

二
月

．
．

ト

ー
凵
か
ら

二
月

ニ
ト
凵

ま
で
の
毎
週
火

・
水
・
金

曜
日

▼
場
所
…

県
男
女
共

生

セ
ン
タ
ー
（
一
．本
松
市

）

▼
定

員
…
ニ
ト

四
人
（
全

期
間

出
席
で
き

る
方
）

▼

受
講

料
…
教
材

費
を
除
き

無
料

▼
申
込
…
ト

ー
．
月
六

日

と
七
日
に
同

セ
ン
タ
ー

で
直

接
受
付
け

ま
す
．

★
問
い
合

わ
せ

柵
島
県
男
女

共
生
セ
ン

タ

ー一`一
〇

２

４

３
（
２

３

）
８

建
設
技
術
学
院

入
学
生
募
集

福

島
県
建

設
技
術
学
院

は

、
中
堅
建

設
技
術
者
の

養

成
や
各
企

業
の
在
職
者

の

町
教
育
訓

練
の
た
め
の

教
育
機
関
で

す
。
唹
成
卜

四
年
度
の
一

般
入
学
生

を

募
集
し
ま
す

。

▼
募
集
期

間

…
唹
成
卜

三
年
十
月
九

日
か
ら
卜

。
月
九
日
ま
で

▼
応
募
資
格
・：
◇
十

八
歳

か
ら
ニ
ト
五

歳
ま
で
の
男

子
◇
鳥
校
卒

業
の
資
格

を

有
す

る
者

（
卒
業
見
込

み

の
者
も
含
む

）

▼
試
験

…

而

接
、
作

文
、
岡
語
、

数

学

▼
教
育
科

目
…
測
砥

工

学
、
コ
ン

ピ
ュ
ー

タ
ー
エ

学
、
上
質
Ｅ

学
、
工
嘔
竹

理

▼
教
育
期

間
：
二

年
間

★
問
い
合
わ
せ

福
鳥
県
建
般
技
術
学
院

冊
0
2
4
3
（
２
３
）０

年金

ガイド

平
成
十
四
年
四
月
よ
り

国
民
年
金
事
務
が
か
わ
り
ま
す

地

方
分
権
一
括
法

に
よ
る
国
民
年

金
事
務
の
見

直
し
に
よ
り

、

平

成
十
四

年
四
月

か
ら

、
町

で
行

っ
て

い
る
保
険

料
収
納

事
務

な

ど
一
部

が
。
国

が
行
な

う
こ
と

に
な
り

、
国
民

年
金
の
し

く

み

が
一
部
変
更

に
な
り
ま
す
。納

付
書
の
発
行

国
民
年

金
保
険
料

の
納
付

耆
は
、

役
場
か
ら

送
付

さ
れ
て

い
ま
し

た
が

、

平

成
十

四
年
四
月

か
ら
は

、
社

会
保

険
庁
か

ら
直
接
送
付

さ
れ

る
こ

と
に

な
り
ま
す

。

保
険
料
を
納
め
る
場
所

口
座
振
替
や
国
民
年
金
組
合
を
通
し
て
役
場
に
納
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
卜
四
年
四
月
か
ら
は
、
各
自
が

近
く
の
金
触
機
関
や
郵
便
局
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
現
在
、
口
座
振
替
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
て
い
る

方
は
。
引
き
続
き
預
金
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

第
三
号
被
保
険
者
の
届
出
先

の
変
更

第
一
。。号

被
保
険

者
（
サ

ラ
リ

ー
マ
ン

の
妻

な
ど
）
の
届

出
は

役
場
の
窓

口
へ

自
分
で

届
出
し

て

い
ま
し

た

が
、
嘔
成

卜
四
年

四
月
か

ら
は
、
配

偶
者
の

勤
務
し

て

い
る
剌
業

主
か
ら

健
康
保

険

の
手

続
き
と

。
緒
に

社
会
保
険

事
務

所
へ
届

出
す
る

こ
と
に

な
り
ま
す
。

【
問
い

合
わ
せ
】
　
住
民

課
年

金
係

ｎ

５
８
５
－

２
‐

７
９



インフォメーショ

ン

お
知
ら
せ

再
就
職
希
望
者
を

支
援

（
財
）
　
判
紀
職

業
財
団

で

は
、
出
産
や
育

児
、
介

護
な
ど
を
理
由
に

退
職
し
、

将
来
的
に
再
就

職
を
希
望

す
る
方
を
支
援
す

る
、
再

就
職
希
望

登
録
者
支
援
制

度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

円

滑
な
再

就
職
が
進
む
よ

う
、
情
報

提
供
や
支
援

が

受
け
ら

れ
ま
す
の
で
、

気

軽
に
登
録

く
だ
さ

い
。

▼
登
録
申
込
み

…
左
記
へ

「
登
録

票
」
と
証
明
写

真

を
提
出

く
だ
さ
い
。

▼
有

効
期
限
・
：
四
年
問
（
一

回

限
り
更

新
可
能
）

▼
支

援

内
容
…

情
報
誌
の

送
付

や

個
別
相

談
の
実
施

、
教
育

訓
練

等
。

★
申
込
み
・
問
い

合
わ
せ

（
財
）
2
1世
紀
職

業
財
団

福
島

事
務
所

ｇ
（
５
２
２

）
3
0
3
0

税
務
署
で
納
税
証
明
書
を

請

求
さ
れ
る
方
へ

税
務
署
に
お
い
て
、
申

告
所
得
税
・
法
人
税
等
に

係
る
納
税
証
明
書
を
諦
求

す
る
際
に
は
、
手
数
料
の

金
額
に
相
当
す
る
収
入
印

紙
が
必
嬰
と
な
り
ま
す
の

で
、
来
署
さ
れ
る
前
に
手

数
料
相
当
額
の
収
入
印
紙

を
ご
用
意
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
手
数
料
の
計
算

方
法
等
、
不
明
な
点
は
次

ぎ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

福
島
税
務
署

ｇ
（
５
３
４
）
3
1
2
1

役
場
で
の
各
種
証
明
等
の

躋
求
に
つ
い
て
は
、
印
紙

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

パ

ー
ト

タ
イ
ム

労

働
旬
間

労
働
省
で
は
十
一
月
一

日
よ
り
十
日
ま
で
を
『
パ

ー
ト
タ
イ
ム
労
働
旬
閥
』

と
し

、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労

働

の
保
護
と
履
用

竹
理
の

適
正

化
へ
向
け

た
取
組
み

を
推
進
し
て

い
ま
す
。

・

パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者

を
顧
用
す

る
場
合
は
、
契

約
期
間

・
賃

金
な
ど
の
労

働
条
件
を
文

番
で
明
示
し

て
下
さ

い
。

一

パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者

の
年
休

・
解

雇
・
健
康
診

断
や
法
で
定

め
ら
れ

た
休

業
等

に
つ
い
て
、
適
正

な

雇
用
管

理
を
お
願

い
し

ま

す
。

・

「
パ

ー
ト
タ
イ
ム

労
働

者
屈
用

管
理
セ
ミ
ナ

ー
」

の

お
知
ら
せ

▼
日

時
…
十
一
月

九
日
午

後

一
時
～
午
後
三

時
半
▼

会
場
・：
ビ
ッ
グ
パ
レ

ッ
ト

ふ
く
し

ま

★
問
い
合
わ
せ

福
鳥

労
働
局
雇
用

均
等
室

一`一（
５
３

６
）
４
6
0
9

最低賃金

もちろん知ってる

知らせてる
１０月１日から、最低賃金

が変わりました。

日 額　4.868 円

時間 額　６１０円

この最低賃金は福島県内

で働く すべての人（パート

タイマー、アルバイトも含
む）に適用されます。

問い合わせ一

福島労働局賃金室　
536  ｰ  4604

西
分
署
だ
よ
り家

庭
の
防
火
知
識

朝
晩
に
は
暖
房
が
欠
か
せ
な
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。
火
を
使
う
機
会
が
増
え
る
と
と
も
に
、
火
災
も
増

加
し
ま
す
。
住
宅
火
災
で
最
も
多
い
出
火
鳩
所
が
居

室
で
、
次
の
点
を
十
分
に
注
意
く
だ
さ
い
。

灰
皿
に
は
水
を
入

れ
、
タ
バ
コ
の
吸
殻
は
溜
め
ず

に
こ
ま
め
に
捨
て

る
。
吸
殻
を
く
ず
か
ご
に
拾
て

な
い
よ
う
に
Ｉ
・

ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
は
、
カ
ー
テ
ン
や
洗
濯
物
、
紙

く
ず
な
ど
、
引
火
し
や
す
い
も
の
を
近
づ
け
な
い
。

た
こ
足
配
線
は
し

な
い
。
電
気
コ
ー
ド
を
折
っ
た

り
、
家
具
な
ど
の
下
敷
き
に
な
ら
な

い
よ
う
に
注

意
す
る
。（
熱
を
持
っ
て
危
険
で
す
。
）

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
署

ｎ

５
８
２
－
3
1
9
0

快

適

な

暮

ら

し

に

Ｓ

マ

ー
ク

理

容
・
美
容

・
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
店
の
「
Ｓ
マ
ー

ク
」

は
、
安
全
と
衛

生
、
確
か

な
技
術
を
約
束

す
る
厚
生

労
働
大
臣

認
定
の
信
頼

マ

ー
ク
で
す
。

万
一
事
故

の
場
合
に

も
、

賠
償
基
準

に
基
づ

い
た

保

証
が
受
け
ら

れ
ま
す
か
ら

い
つ
で
も

安
心
し
て
ご
利

用

い
た
だ
け

ま
す
。

厚生大臣認可
物 言 第  一り 款･ Ｓ マ ーク



自然を満喫！健康づくり

～ 第14 回 町民ウォーキング大会 ～

事
業
主
の
か
た
へ

中
小
企
業
退
職
金

共
済
制
度

退
職
金
の
準
備
は
万
全

で
す
か
？
中
小
企
業
退
職

金
共
済
制
度
に
加
入
す
れ

ば
、
安
全
・
確
実
し
か
も

有
利
に
従
業
員
の
方
の
退

職
金
を
準
備
で
き
ま
す
。

中
退
共
は
国
の
制
度
な
の

で
掛
金
助
成
や
税
法
上
の

特
典
な
ど
、
有
利
な
点
が

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

★
お
問
い
合
わ
せ

県
庁
雇
用

労
政
課
労
働

福
祉

係
一`
（
５
２
１・・
）
7
2
9
7

国
の
教
育
ロ
ー
ン

国
民
生
活
金
融
公
庫
貸
付

国
民

金
融
公
庫
で

は
国

の
教

育
資
金
を
貸
付
し

て

い
ま
す
。

希
望
の
方

は
、

早
め

に
お
申
し
込
み

、
問

い
合
わ
せ

く
だ
さ

い
。

▼
融
資
額

…
学
生
、
生
徒

１

人
に

つ
き

、
二
百
万
円

以

内

▼
返
済

期
間
…
十
年

以

内
。
交
通

遺
児
家
庭
、

母
子
家
庭
に

つ
い
て
は
一

年
延
長
が
可

能
。
な

お
、

在
学
期
間
以
内

で
の
元
金

の
据
え
置
き

が
で

き
ま
す
。

▼
利

率
…
年

丁

八
五
％

（
十

月
現
在

）
▼
返

済
方

法
・：
毎
月
元
利
均

等
返
済
。

融
資

額
の
半
分
以
内

の
ボ

ー
ナ

ス
月
の
増
額
返

済
等

★
申
込
み
・
問

い
合
わ
せ

国
民
金
融
公
庫
福
鳥
支
店

昔（
５
２
３
）
2
3
4
1

郵
便
貯

金
月
間

十
月
は
郵
便
貯
金
制
度

に
つ
い
て
。
み
な
さ
ま
に

そ
の
役
割
を
知
っ
て
い
た

だ
く
月
間
で
す
。

郵
便
貯
金
は
日
常
の
経

済
生
活
の

巾
で
。
各
方
面

に
広

く
活
用

さ
れ
て

い
ま

す
。
郵
便

貯
金
と
し
て
預

け
ら

れ
た
資

金
は
、
国
の

財
政
投
融
資

の
原
資
と
し

て
、
住
宅
建

設
、
生
活
環

境
整
備
、
農
林

業
の
生
産

性
向
上
、
厚

生
福
祉
・
文

教

施
般
拡
充

な
ど
健
全
な

資
産
形

成
に
寄

与
し
て
お

り
ま
す
。

郵
便
貯
金
は
簡

易
で
確

実

な
貯
蓄
手
段

と
し

て
、

そ
し

て
国
民
生
活

の
安
定

向
上

と
安
心
し
て

暮
ら
せ

る
社

会
の
実
現
に

大
き
な

役
割

を
果
た
し
て

い
ま
す
。

ど

う
ぞ
郵
便
貯
金

に
つ
い

て
、
一

層
の
ご
理
解

と
ご

支
援

を
お
願

い
し
ま
す
。

はぱたけ！明日の夢職人
第３９回　技能五輪全国大会

国内の青年技術者の日本一を竸う競技大会です。

若きマイスターにご声援ください。

開 催 期 間／10 月２６日（金）～２９日（月）
競 技 会 鳩／ピ ックパレットふくしま（メイン会場）

入場無料

問い合わせ／枝能五輪うつくしま、ふくしま。
2001 推進協議会521  ｰ  7434

結
婚

お

め
で

と
う

菅
井
　
和
宏
丿

吉
野
　
洋
子
丿

村
上
　
博
彦
ご

野
地
麻
里
子
ｊ

徳
江
北

衂
一
田

宮

前

誕

生

お

め

で

と

う

岩

城
　

初

音
ｙ
（

大

町

南

）

璽

幸

ｊ

・
多

香

子

丿

樋

囗
早

良
ｙ

（
駅

前

）

ベ
ド

ロ

ソ

ラ

モ

ス

ド

ス

サ

ン

ト

ス

、

ジ

ョ

ン

ペ

ド

ロ

ー

・
真

美

丿

菊

地
　

拓

実

。’‘（
第
　

り一
）

夥

光

ｊ

・
由

美

子

丿

武

田

佳

央

理
ｙ
（
板
　

橋

）

雅

行

７

・
恭

子

ご

笠

松
　
　

結
ｙ

（
山
　

根

）

信

広
ｊ

・
咲

子

丿

菊

池

ひ

な

の
ｙ

（
山
崎
宮
舘
）

徹
～

・
倫
7
.
バ

引

地
　

佑

菜
ｙ

（
徳

江

北

）

亨

ｊ

・

美

穂

～

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

後

藤
　

勝

夫
j
6
3
（
高

城

）

佐

藤
　

コ

ト

ー
8
9（
貝

田

）

佐

々

木

チ

ョ

ー
7
3

（
石

母

田

西

）

佐

藤
　

市

郎
j
8
3
（
第

１

）

忍
　

イ
チ

ョ

ー
8
9
（
高

城

）

佐

藤
　

忠

助

丿
7
6
（
貝

田

）

穗

苅
　

英

子

ご
6
2
（
本

町

）

鈴

木

百
合

子

丿
7
2

（
大

木

戸

）

谷

津

ミ

ネ

子
j
6
5
（
駅

前

）

須

田
　

昭
　

ノ
6
2
（
滝

山

）

田

村
　

照

子

丿
7
2

（
源

宗

山

東

）

遠

藤

フ
ヂ

子
j
8
4
（
第
1
2
）

佐

久

間

春

雄

い
6
8
（
第

２

）

（
９
月
３０
日
当
町
届
出
分
ま
で

）

掲載を希望されない方は、届け出の際にお申し出下さい。

11月の心配ごと相談

５日面 佐藤 ｉ 繼゛4

1t,lf 赤子14

15  日 内 八● 悉一S、

小西 剛子气

２２日哨 三瓶　 茂り

渋谷 便子14

●場所 役場( 2 用 ) 相 室 ｰ

●畸肩 乍前９畤一正午

人口と世帯
９月1日現在

人口1  127 人(  ｰ 9 )

男5  ､ 3人ｰ  3 )

女5.744 人（－６）

出 生 ６人 死 亡 ９人

転 入24 人 転出30 人

世帯3  , 181世 帯(  士 0  )



生涯学習
つうしん

国 見町教育委 員会 生涯学習 課

( 観月台文化 セン ター)

魯(  585 ) 2676 FAX  ( 585 ) 2707 |

行事のお知らせ

21日(日) 子育て教 室｢やき 芋パーティ ー｣

23日( 火) 子ども 移動図番館( 藤田小２年)

阿津賀志 学級(き 道)

24日( 水) くにみ女性 教室｢ヨ ーガ｣

25日( 木) 阿津賀志 学級｢研 修旅行｣

子ども 移動図書館( 藤田小 １年)

26日( 金) 成人学級「原子力発電施設等見学｣

27日( 土) 少年仲間づくり 教室

第30回国 見町文化祭芸 能発表会

30日( 火) 阿津賀志 学級( 雀道)

子ども 移動 図書館( 藤田小 ３年)

３日( 土) 第30回国 見町文化祭 作品展示会

４日( 日) 第30回国 見町文化祭 作品展示会

６日( 火) 子育て教室｢さつま芋を使ったおやつ｣

８日( 木) 子ども 移動図き館( 大枝小)

９日( 金) 成人学 級｢第 ２回体力づくり｣

10日( 土) 少年仲 問づく り教 室

12日( 月) 子ども 移動図書館( 藤田小 １年)

13日( 火) 子ども 移動図書館( 小坂 小)

15日( 木) 阿津 賀志学級｢ 健康教室｣

子ども 移動図書館( 森江 野小)

【お詫びと訂正ｰ  広 報くにみ９月号８ページ及び配布

さ れました｢ パソコン墓蝴技能講習会｣ の鯛習会日程

蠢のなかで､第19 萌及ぴ第22 期にい ﾊ 1 ( とあります

が。正しくは16( 金)でサ。お詫びし て町正させてい た

が良ま首。

町
民
陶
芸
教
室
が
開
講

町
民
陶
芸
教
室
が
、
八
月
二

卜
五
日
か
ら
九
月
二
十
九
日
ま

で
四
回
に
渡
っ
て
．
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
陶
芸
室
で
開
か
れ

ま
し

た

。

駒
師

に

、
束
和

町

の
陶

芸
家

佐

久
間

一
先

生

を
迎

え
、

十
一
二

名

が
参

加
し

ま
し

た

。

参
加

者
は

、
先

生

の
指

導

を

受
け

な

が

ら

「
練
り

込
み

」
や

「
ぞ

う
が

ん
」

な
ど

に
挑

戦
し

ま

し
た

。

色
を

つ
け

た
粘

上

を

金

太
郎

飴

の
よ

う
に

つ

く
り

、

切

っ
た

も

の
を

つ
な

い
で

皿

な

ど

を
作

り

ま
し

た
。

初
め

て

の

人

が

多
く

、
試

行
錯

誤
し

な

が

ら
も

、
オ

リ
ジ

ナ
ル

の

作
品

作

り
に
励

み

、
す

ば

ら
し

い
作

品

が
で

き

あ
が
り

ま
し

た

。

煎
茶
に
親
し
む

～
く
に
み
女
性
教
室
～

く
に
み
女
性
教
室
の
グ
ル
ー

プ
学
習
「
照
茶
グ
ル

ー
プ
」
が

九
月
五
日
か
ら
ｔ

九
日
ま
で
三

回
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

方
円
流
の
木
目
絹
園
先
生
を

講
師
に
、

。
回
目
は
割
り
稽
Ｅ
口

と
お
茶
の
い
た
だ
き
方
、
二
同

目
は
本
勝
ｆ
丸
盆
煎
茶
手
前
。

一
こ
回
目
は
本
勝
手
丸
盆
玉
露
手

前
を
学
び
ま
し
た
。

煎
茶
の
お
予
前
は
、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
、
初
め
て
で
茶
巾
や

盆
巾
の
折
り
方
、
茶
碗
、
茶
托

の
拭
き
方
な
ど
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
教

室
生
は
、
お
湯
の
温
度
や
入
れ

方
に
よ
っ
て
お
茶
の
味
が
全
く

違
う
の
に
驚
き
な
が
ら
も
、
美

味
し
い
お
茶
を
味
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

あなたも　 描いてみませんか！

墨彩画の｢ハガキ絵｣

入門･初心者コース
◇日畸　11 月12 日(月)､14 日(水).16 日(金)．

１９日（月）､21日（水）５回 午後1 眄３０分～千後３眄３０が
◇鳩所 観月台文化センター ◇講師 日本画翠光会長 石原尭営先生

◇内容 ハガキ絵の基本　　 ○定貝 ２０名
◇対象 圃見町に居住又は町内の職場に動務する方
◇受講料 無料（但し材料代がかかります。）

◇申込み及び問合せ
１０月３１日（水）まで生涯学習課生涯字習係へお申込み下さい。
電話での申込みも受付けます。(  新 585 ｰ 2676 )



第30回国見町文化

祭
国見町文化団体連絡協議会が主催する文化祭です。

ぜひ。ご覧ください。

◇日　畤

一音楽芸能発表会　10月27日(土)

開会式　9  時 分　開演　10眄00分

・総合展示会

11月３日(±1 ～4 日旧;･

午前９眄から午後５聘までI: 4 日は午後３聘までj

・ダンスパーティー

11月４日旧) 午後6  時 30分から

◇場 所

観月台文化センター及び体育館

新しい本が届きました
～文化センター図書室～

一

般

図

魯

＊洛中洛外舟木本

………………く奥平儘癶)

＊聘罘｜・２・３

………………(高橋克彦)

＊あふれた愛…(天迦荒太)

＊母の男言棄-･･(伊集院静)

＊脳を知りたい…(野判進)

＊イヌが教える金拘ちにな

るための知恵

･･リ ポート・シェーパー)

＊畏野の脱ダ厶なぜ

……………(保屋野初子)

＊税金の常識非常鑠

………………(平里1拓也)

＊歩兵の本懐…( 浅田次郎)

＊灰の男………(jjゝ 杉健治)

旧（
錮

区

欄

（
紙
芝
居
）

＊ ぽうし のおう ち

……( エ ルサ ・ペ スコフ)

＊ セル コ

(ワレンヂン･二jルディヂーク)

＊ わらうとまけよアップ ッブ

…… ……( とばし た まよ)

＊お 父さ んの ハト

…… ……… ……( 丘 修三)

＊ Ｄ ＩＶＥ２‥‥‥‥;森 絵都)

＊あしたうちにねこがくるの

…… ………( 石 澪ち ひろ)

＊ 懼のダ ンス …1 魚住直 子3

＊ト ムの ほんと う のうち

〔ジ ョーン ・リ ンガ ード〕

＊ 魔法使 いの卵

(ダ イア ナ ・ベ ントリ ー)

＊え んの 松原 ……〔伊願 遭〕

★ 輿出し 冊数は5 冊以内、期間は ２週間以内です。

図 ●重を利用する前に、事務靂で受付をし てく ださい。

ス
ポ
ー
ツ

スポーツの秋

スポーツの秋の幕開けです。９月９日の三県交流青少年柔道大会、

２２日の伊達三町児埀ソフトボール大会、そして３０日の国見町桑折

町両少年健全育成剣澀大会。それぞれの大会に参加した子どもたちは、

お父さん、お毋さんたちの声援を受けながら、精一杯がんばりました。

子どもたちに拍手！

ソフトテニスって

楽しい
４回にわたって開催した小

学生のためのソフト テニス

教室。２３人の児圭が参加し

ました。大半の児鏖たちは

初めてのスポーツでしたが、

屬礎や模擬試合を通してソ

フ トテニスの楽しさを知り

ました。

ゆったりしたリズムで健康づくり

太極拳教室

太桶拳は。年齢に関係なく、ゆった

りとした全身運動を遇して、健康づく

りに役立つスポーツです。

●日　 眄　 １１月３０日 、１２月７日、

１４日 （３回 ）

毎週金曜日

午 前10 明 から正 午

・ 場 所　 観月 台文化 センタ ー体育 館

・ 対 象 町 在住又は 在勤の 方

・ 定 貝　30 人

・ 指導 者　 遠 藤淑子先 生

（福島県武術太極拳連盟理事艮）

●内 容 太極拳の基本 （初心者向け ）

スポーツ少年団

駅伝選手の応援を
１６回目を迎えたスポーツ少年団駅

伝競走大会。藤田小学校校庭を発着地

に、８区間 ００キ囗）をスポーツ少

年団の選手たちが走り抜けます。子ど

もたちに声援を。

●日時　 川 月18 日（日） 正午

・ 場所 藤田小学校校庭



絶
唱
の
ス
テ
ー
ジ

●
津
軽
ひ
ろ
子
さ
ん

９
月
1
5日
、

観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
で
、
恒

例
の
「
津
軽
ひ

ろ
子
歌
謡
シ
ョ

‐

」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

津
軽
さ
ん
の

津
軽
三
味
線
か

ら
始
ま
り
、
迫
力
あ
る
絶
唱

の
ス
テ

ー
ジ
と
と

も
に

、「
国

見
夢
音
頭
」
で
は

、
踊
り

も

繰
り
出
し

ま
し

た
。
津
軽

さ

ん
は
こ

れ
ま
で

夢
音
頭
な
ど

曲
を
プ
レ

ゼ
ン
ト

く
だ

さ
り

、

当
町
を
訪
れ
て

は
、
唄
で
町

民
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

●
県
北
中
学
校

県
北
中
学
校
で

は
９
月
1
4

日
「
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
実
施
し

、
約
２

時
間

に
わ
た
り
ク
ラ
ス

毎
に

、
町

内
1
1力
所
の

清
掃
を
行
い
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
袋
を
手

に
、
藤
田

駅
や
藤
田

病
院
、

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
を
拾
い

集
め
ま
し
た
。
集
め
ら
れ
た

ゴ
ミ
は
国
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
（
由
井
順
郎
会
長
）
の

協
力
に
よ
り
、
分
別
し
搬
送

さ
れ
ま
し
た
。

三
県
か
ら
参
加

●
町
少
年
柔
道
大
会

第
2
1回
国
見
町

少
年
柔
道

大
会
が
９

月
2
9日

、
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で

開

か
れ
、
福
島
・
山
形

・
宮
城

三
県
の
少
年
・
少
女
た
ち
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

町
柔
道
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
り
、

例
年
開
催
さ
れ
て
い

る
こ
の

大
会
に
は
、
2
6団
体
２
６
０

名

が
参
加
、
技
能
向
上

と
と

も
に
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

●
冨
樫
貞
夫
さ
ん
に
町
長
杯

第
1
3回
国
見
町
町
民
ゴ
ル

フ
大
会
が
1
0月
６

日
、
白
鳥

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
行
わ

れ
、
‐
‐
０
６
名
の
参
加
に
よ

り

秋
空
の
も
と
プ
レ

ー
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
隠
し

ホ
ー
ル
の
打
数
に
よ
り
ハ

ン

デ
ィ
を

決
め
る
新
ペ
リ
ア

方

式
に
よ
り
、
優
勝
に
あ
た
る

国
見
町
長
杯
は
冨
樫
貞
夫
さ

ん
（
第
８
）
【
4
4
4
4
H
D
1
8
、

ネ
ッ
ト
7
0
】
に
輝
き
、
準
優

勝
は
古
内
賢
蔵
さ
ん
（
内
谷

東
）
が
獲
得
し

ま
し
た
。

県北中3年　吉田拓也
｢僕の顔｣

県
北
中
１
年
　
徳
江
雄
太

「

シ
ュ

ー
ズ
」

編
集

発
行

国
見
町
　
総
務
課

〒
９
６
９
１
１
７
９
２

福
島
県
伊

達
郡
国
見
町
大
字

藤
田
字

一
丁
田
二

、
２
の
１

Ｔ

Ｅ

Ｌ

Ｏ

２

４
－
５

８

５
－
2
1
1
1

F
A

χ

０

２

４

‐
５

８

５
－

２

１

８

１

ｍ

：

　
ｋ
Ｏ
　
９
２
３
０
　
５
．
　
ｎ

．
　
．
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